
自然災害や大雨等による影響も大きい為、根気強い活動が必要である。

以前は蛍が飛び交う地域として有名であったが現在は、その姿はほとんど見られなくなった。今の子どもたち
にもその姿をみせてやりたい、地域住民に昔の地域の姿を思い出してほしいと考え、今回のプロジェクトを企
画した。

①蛍の学習会
②川の清掃　2回
③カワニナの捕獲・放流　2回
④川の観察会

・各回予定人数の30名を上回る参加者となった。また、1年では完結しない目標であったがそのほとんどが継
続参加であり、蛍を呼び戻す活動への理解や　期待を感じさせるものであった。
・7月の豪雨でせっかく放流したカワニナがすべて流されているのではないかとの心配もあったが8月の川の
観察会時、確認したら半分ほどのカワニナが残っていた為、みんなほっとしていた。
・川岸の草刈りなども行い、安全に活動することができた。
・今年度の参加者が、来年度の活動にも参加したいという子が多かったことに事業の必要性を感じた。

初回の学習会への参加者がどれくらいいるか不安でもあったがチラシ配布先等（小学校・児童クラブ・カル
チャースクール等）を考慮して配布した為、参加者を確保できた。
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「蛍の飛び交う森づくり」
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